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【目的】

当院で は主 に腹臥位で の 膝蓋骨軸位 撮影法を実施 して い る。今回膝蓋大腿 関節を客観的に評価する方法の
一

つ で あ

る膝蓋骨 トラ ッ キ ン グを用 い て 膝蓋骨 の 運動解析を行い 、基準点 の 見直 しや 入射角度 の 検討を行 っ た の で 報告する。

【方法 萋

（1）MRI 装置を用 い て 膝蓋骨 トラ ッ キ ン グの 検討を し膝蓋骨 の 運動解析を した 。 被検肢は、生理学的に特に異常の

　 認め られ ない 男女 の 左膝 10名で あ る 。

（2）方法 1 の 結果をも とに 腹臥位に お け る 大腿骨 と下腿骨 の 基準線を検討 し、それに対す る最 適 X 線入射角度の 設定

　 を行 っ た 。

（3）補助具を作成 し 、 臨床評価を行 っ た。

【結果及び考察歪

膝関飾屈曲に 対す る膝蓋骨 の 位置 を 示 し た も の を Fig．1 に示 す。横軸は膝関節届曲角、縦軸 は膝 蓋骨 の 傾 きを表 し

て い る。こ の グラフ よ り膝関節が 90
°

付近 の とき膝蓋骨 の 傾 きが約 70
°

、つ まり下腿骨からは約 30
°

である こ とが

分か る。以上 の こ とよ りい くつ か の 角度を 設定 し、X線撮影 を行 い 新 しい 撮影法を確立 した 。

以下 に旧撮影法、新撮影法 、 また薪撮影法 の よ る実際の 撮影法 を記す。
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Fig．2

腹臥位 に て 大腿骨 軸が撮影台よ り何度 （α

゜
）傾 い て い る か計測 し、下 腿軸を撮影台よ り

85°

十 a
°

傾け る。
X 線管は 25°

十 α

゜

で 撮影 。

こ の 撮影法 を基に得 られた画像を、Fig．2 に 示す 。 膝蓋骨 面が 重なり、

驢 大購 が瞭 。描出 され て い 。 。 とがわ か る。融 具 に つ い て 、幗 腹 臥攤 艨 影法
謙 婿 ．、

よ り下腿骨 の 位置 を保持する よ うに作成 した。（Fig．3）補助具を使用す る こ とに よ り ポジ シ ョ ニ ン グ の 安定 陸、

再現性 が良 くな っ た 。

【ま とめ】

腹臥位 で の 膝蓋骨軸位撮影法は大腿 骨 ・下腿骨 軸を 85°

、
X 線管を下腿軸に対 して 25°

尾頭方向 に傾 ける こ とと し

た。計 測基準線を定義す る こ とで よ り、正確に また補助具 の 使用 に よ り再現性 よく撮影 す る こ とが 可能 となっ た 。

今後は、他の膝関節疾患者 へ の 適応 に つ い て も検討 して い き た い 。
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